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　心配の中で，迎えた初日でしたが，マスク姿の人
が散見する以外は，特に何の問題もなく，予想以上
の参加者が来ているとの報告を得て一安心でした．
2日目の，ファイヤーサイドトークでも，450名近
い多数の皆様にご出席いただき，歓談して頂けてい
る様子を見るにつけ，学会が予定通り実施できた幸

運に感謝した次第です（写真 13）．
　最終的には，救護室を使用することもなく，3日
間で 3, 716名の参加者を迎え，予想以上の充実した
学術集会とすることができました．

6．おわりに
　このように，開催までは様々な出来事があり，決
して平坦な道ではなかったのですが，実行委員会な
らびに関係各位のご協力に支えられ，テーマ「超音
波診断・治療における Innovationと Fusion」に基づ
いた充実したプログラムを実行し，成功裡に終える
ことができました．また，実質的な事務局となりま
した筑波大時代の研究室の滝沢先生，桜井様，小田
様にも，準備から当日の運営を通じて大変，お世話
になりました．
　皆様のご支援に改めてお礼を申し上げ，開催の報
告といたしたいと思います．本当に有難うございま
した．
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